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中⾼⽣対象 盤洲⼲潟 海の探究プログラム 
〜フィールドキャンプ〜 
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概要 
中⾼⽣が、⼲潟でのキャンプ体験を通して、⾃分の興味に基づいた探究テーマを設定し、担
当教員やメンターの併⾛のもと、その後半年間にわたって学びを深めていく。 
東京湾に奇跡的に残った”ディズニーシー 25個分”もの広⼤な「盤洲⼲潟」の⾃然体験と漁
業者の話、周辺地区の散策…、そして⼲潟の中に浮かぶように造られたキャンプ場での⽣活
等から、参加者個々が何を掴むのか・・・。それはスタッフにとってもワクワクするような出
会いと発⾒です。 
【⼲潟HAKEENプロジェクト】２年⽬となった2026年のキャンプは、猛暑が予想された夏休
みの開催。朝⼣の⽐較的涼しい時間帯に⾃然体験の時間を設け、⽇中は地域の店舗での買い物
（視察）やレクチャー等の室内活動に当てました。スケジュール後半は、できるだけ⽣徒の主
体性を尊重し内容を決めていきます。 
参加者は都内の中⾼⼀貫校から４名、⼀般公募４名の計８名。スタッフは、メンターと地域協
⼒者を含めて、総勢13名。ちょっと拡⼤家族の夏休みのようなキャンプとなりました。 
この後、９⽉下旬の情報交換会を経て、3⽉上旬にアクションプランの発表を⾏う予定です。 
＊本事業は、学校・NPO・地域が連携して⾏う年間型の探究学習プログラムです。 



◆ねらい：東京湾本来の⾃然と地域⽂化に触れる 
海と⾃分の暮らしのつながりを実感する 
参加者個々の興味から発した「探究の種」に出逢う  

◆参加者：中学⽣５名・⾼校⽣３名 
（ドルトン東京学園・新渡⼾⽂化学園他、⼀般募集全国） 
◆実施場所：⽊更津市みたて海岸、⼩櫃川河⼝⼲潟、畔⼾地区、およびその周辺 
◆実施⽇：2026年７⽉26⽇（⽇）〜28⽇（⽕） 
◆サポーター *【 】内は主な担当 
【⼲潟の⾃然観察】⼤原庄史（NPO法⼈ ⽣態教育センター） 
         荒井美穂⼦（⽣物多様性インタープリター） 
         浪崎直⼦（帝京科学⼤学⽣命環境学部アニマルサイエンス学科 / bridge） 
【探究活動・⽣活指導】宮本裕美⼦（ドルトン東京学園） 
           ⼭藤旅聞（新渡⼾⽂化学園中学校・⾼等学校） 
           海⽼澤慎⼀（ドルトン東京学園） 
           椿 仁三千（新渡⼾⽂化学園） 
【アプリ制作・活⽤サポート】中⾺啓太（chUma architect and associates） 
【地域の漁業と⾃然 レクチャー】⽯川⾦衛（海苔漁師 / ⾦⽥漁業協同組合） 
【キッチン】三好直⼦（⽇本シェアリングネイチャー協会 / bridge） 
【運営・コーディネート】伊東久枝（bridge） 
【メンター】伊藤杏（帝京科学⼤学⽣命環境学部４年） 
◆協⼒：⾦⽥漁業協同組合・⽊更津市観光協会・⽊更津市環境政策課・新渡⼾⽂化学園 
◆⼲潟HAKKENプロジェクト  
https://sites.google.com/chuma-archi.com/higatahakken?usp=sharing 
 
 

◎活動の様⼦ 

【１⽇⽬：顔合わせ／テント設営／漁師飯に挑戦】 

■オリエンテーション 
最初の顔合わせは、⼲潟に近い集落にある公
⺠館で。気がつくと、⾼学年の参加者のリード
で⾃然と⾃⼰紹介がはじまっていました。ス
ケジュールや注意事項の説明のあとは、プロ
ジェクトだけの専⽤アプリ『みつけた！』の解
説。みんなの発⾒がアプリを介して、どんな相
乗効果をつくるのか…。初対⾯のドキドキと
ワクワクが交差した時間でした。 



 
盤州⼲潟に隣接する集落にある公⺠館は、まる
で⺠家のよう。周りに稲⽥が広がり、⽥舎の親
戚の家にいるような雰囲気でした。参加者の気
持ちを地域に引き込むスイッチの役⽬を果た
してくれました。 
 
 
 
 
 
 

 
■テント設営 
⼲潟に突き出すように造られたかキャンプ場は、海上を渡る
⾵が強く吹くことも。⾵向きを確認して⾃分のテントを慎重
に建てる。夜は⾬予報。気が抜けない作業でした。 
 
隣は漁港。朝⼣にはアサリ漁に向かう⼩型漁船が出⼊りし、
漁師が海況の確認に来る姿も⾒られました。 

 

 

 

 

 

 

 

↑テントの建て方を説明するサポーター。参加者

たちにも考えてもらいながら、強風で倒れては大

変なので気が抜けない。 



■漁師飯に挑戦！ 
⼣⾷はまず、盤州⼲潟周辺で獲れた⿂をさばくことから。最初は恐る恐る⿂を触った参加者
も、スタッフの指導でなかなかの腕前になっていました。この⼤きな⿂が、今も東京湾で穫れ
ていることを、実感として味わってもらえていたら嬉しいです。3種類のお刺⾝の味の違いも
語り、なかなかの⾷通に。 
地元漁師の間で「鉄砲巻き」として伝えられる海苔巻きは、具に醤油にまぶした鰹節を⼊れて
巻き、切らずに⾷べます。操船をしながら⽚⼿で⾷べられるため、漁師たちのお弁当にされて
いたそうです。⾃分で巻いた「鉄砲巻き」のお味は？ 海苔はもちろん、地元⾦⽥産！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑鉄砲巻きに挑戦中！ 

→プログラム終了後。サポーターミーティングで

参加者の様子を共有。向こうに見える灯りが、

横浜・川崎・東京の夜景。 



【２⽇⽬：東京湾の⾃然に出逢う／地域の漁業を学ぶ／盤州の暮らしに挑戦】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■⼩櫃川河⼝⼲潟（前浜⼲潟・後背湿地）の⾃然観察 
上流から川によって運ばれた砂や泥が堆積し、陸から海へ

と緩やかに環境が変わる場所。それが⼲潟。広⼤な盤州⼲
潟のなかでも、その「陸から海へ変化する⾃然」がほぼ⼿
付かずのまま⾒られるのが、この⼩櫃川河⼝です。今回も
市のご協⼒を得て、貴重な地域を観察させていただきまし
た。低⽊が茂る薮を抜け、背の⾼さを越える芦原を進むと、
いきなり広⼤な⼲潟が現れます。 
薮のなか、芦原、⼲潟。それぞれに異なる⽣物や、その痕

跡を探すと…。最初に参加者の⽬を引いたのは、その多さ
と多様さで毎回驚かされるカニの仲間です。次第に⽬が慣
れてくると、⾙やヤドカリ、⼩⿂、不思議な様相の⼩動物へ
と興味は広がり、観察時間はあっという間に予定を超えて、
慌ただしく終了となりました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

←まるで貝塚のように、貝

殻が集まっている場所を

発見！ よく見ると、貝殻

のなかに生きている貝もた

くさんいる。どんな仕組み

でここに貝が集まったのだ

ろうか… 



 

■地元漁師さんから海苔養殖と環境の話 
陸上で⾏われる種付けの準備から、海上
での準備・収穫、撤去…と続く、年間を通
した海苔養殖の作業内容の説明。加えて、
養殖と環境の関係のお話もお聞きしまし
た。海苔養殖の⼤変さと⾯⽩さをたっぷ
りと聞くことができ、サポーターも興味
津々。やはり現場の⽅の話は、複雑な現実
をリアルに伝え、課題と共に、前向きなエ
ネルギーを与えてくれます。 
 

 

■地元を味わう 
午後は、⼣⾷の準備と⾃由探究。⿂市場に隣接する⿂店で、東京湾で⽔揚げされた⿂を選び、
その後は⽊更津地域でできた農産物を扱う産直ショップで買い物をするチームと、マーケット
を視察するチームに分かれて⼣⾷の⾷材をゲット。⼣暮れまでの残りの時間は、地域の散策を
したり、キャンプ場から釣り⽷をたらしたり、試⾏錯誤で「あら煮」の味付けに没頭したり…、
参加者の個性や指向性が現れてきた時間でした。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑木更津魚市場に隣接する魚店で、地元の話も聴きながら 

夕食用の魚を選ぶ参加者。 

 

↑キャンプ場の縁から東京湾に釣り糸をたらす。

自分で釣った魚を食べたい！…の夢は次回に 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ナイトハイク 
〜夜の⽣きもの⽣態観察 
ナイトハイクは、⼲潟に続く
⼩櫃川の川岸を散策しました。
偶然にもカワエビ釣りをして
いた⼈たちに釣り⽅を教わり、
またしても⽣物採集に没頭。
カニも⾒つけて、夜の⽣きも
のたちの⽣態の⼀端に触れま
した。 

教えてもらった前日とは打って変わり、自

分たちでメニューを決め、下準備も味付け

も参加者主導で夕食作りに挑戦。悩みな

がらもなかなか美味しい夕食ができた。 

次回は「自分で獲った魚をさばいて、自分

の食べるものを一から自分の手でつくって

みたい」と、思いが膨らんだ。 



【３⽇⽬：海苔養殖作業の⾒学／浅瀬の⾃然体験／振り返り】 

■漁業現場の視察 
海藻は陸上の植物よりも⼀⾜先、冬の寒
い時期に芽を出し、春にかけて勢いよく
育ちます。「海苔養殖」の海上作業も冬
から春にかけてが、繁忙期。でも、網洗
いや種付けなど、その準備は暑い夏の⽇
差しを避けて、地道に⾏われていました。 
 
 

 

 

 

 
■⼲潟の⾃然観察 
参加者たちと相談をして、3 ⽇⽬の朝は⼲潟を埋め⽴てて造られたキャンプ場のまん前に広が
る、⾒⽴て海岸潮⼲狩り場での⾃然観察を⾏いました。ここは、本来ならば岸から数百メート
ル沖合に位置する場所。⽔が引く時間も昨⽇の「前浜⼲潟」よりも遅く、浅瀬にはコアマモな
どの海草も点在しています。⽔位が⾼い時間帯に⾒られる⽣物、浅瀬を好む⽣物を、ゴーグル
やスノーケルも使って、観察しました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

←左：早朝に行われていた「海苔網」を整える作業を見

学。右：一緒に、置かれていたアサリ漁の網の弾き方も

学ぶ。「そんなやり方じゃ動かないよ！」 

 

↑尾に毒針があるため、観察に注意が

必要なアカエイも、無事に観察。 

←網の先には…？ 干

潟面をなぞるように網を

ひくと、たくさんの生物が

捉えられる。 

コアマモの間に潜む小

魚の捕獲は、魚との知

恵対決！ 



■３⽇間の振り返り 
〜個別興味の洗い出し 
最終⽇の午後は地域の会議室を借り
て、3⽇間の「体験の振り返り」を⾏
いました。 
同じ体験をしても、⼀⼈⼀⼈の⼼に
残っている⾵景はさまざま。気づき
や興味も多様です。 
⾔葉になっていない想いを、サポー
ターとの会話を通して、⾃⾝の「気づ
き」や「関⼼」としてまとめていきま
す。そこから拾った個々の「探究の種」
がこの後どのようなテーマとなって
芽を出すのか…。参加者⼀⼈⼀⼈の
ペースで時間をかけて併⾛していき
たいと思います。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



〜フィールドキャンプを終えて〜 海の環境教育 NPO bridge 伊東久枝 
 
真っ⻘な海が広がるでもない、深い海にジャンプができるわけでもない…。広⼤な原っぱのよ
うな芦原を抜け、だだっ広いグレーの⼤地を歩きまわり、⼩さな⽣きものを探していつしかし
ゃがみ込む、ひざまずく、⽔中眼鏡をつけて浅瀬を覗き込む…。そしてふと⽴ち上がり、広い
⼤地を、空を仰ぎ⾒る。沖合には⼲潟の上を滑るように進む⼤型タンカー。 
特別⽣きものが好きなわけじゃないのに、なぜかこの“映えない⾵景”が⼼を鷲掴みにする。こ
こを訪れた多くの⼤⼈たちが、この“東京湾の奇跡の⾵景”に感嘆の声を漏らす。⽣徒たちはそ
んな⼤⼈を尻⽬に、時間を忘れて⽣きものたちと戯れる。他の⼲潟を、海の⾃然を、ほとんど
知らない彼らが、⻑い時間を経て多くの⾃然と出会い、この⾵景が“探してもなかなか出会え
ない”と知る時、彼らはどこでどんな未来を選ぶのだろうか。 
 
⼀⼈の発⾒が数名の感動になり、⼩さな驚きや楽しさが伝播して参加者もサポーターもない仲
間ができてくる。 
そんな時間のなかで、だんだん⾃分も周囲の⼈たちも、このグレーの⼤地を餌を求めて無⼼に
動き回る⽣きものたちと同じように、⼩さく尊い命に思えてくる…。その先で、海の、地球の
未来を⼀緒に考えてみたい。掴む種はなんでもいい。多様な種が芽吹く基盤に、この⾵景があ
ることがきっと⼤きな意味を持つと思えるから。 
それは、盤州⼲潟でなくてもいいのだろう。⽇本各地にこのようなメッセージを発する場所は
数多くあるはずだから。ただ、できればそれは“参加者の⽣活”と密接した場所であってほし
い。遠い誰かの⽣活を左右する場ではなく。その意味で、「盤州⼲潟」は⾸都圏の⽣活者にと
ってかけがえのない学習の場なのだと…私たちは、思うのです。 
 
＊【⼲潟HAKEENプロジェクト】では、サポーター、⽀援者を募集しています。 
 


